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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
般
社

団
法
人
西
多
摩
建
設
業
協
会
と
し
て
初
め
て
の
新

春
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年
一
月
に
あ
き
る
野
ル
ピ
ア

ホ
ー
ル
に
て
創
立
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
が
コ
ロ

ナ
禍
の
た
め
協
会
員
だ
け
の
参
加
と
な
っ
た
た
め

皆
様
に
ご
報
告
す
る
会
を
コ
ロ
ナ
終
息
後
に
予
定

し
て
お
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
実
施
で
き
る
状
況

に
は
い
ま
だ
に
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
社

団
法
人
の
設
立
目
的
で
あ
る
地
元
建
設
業
の
発
展
、

自
然
災
害
へ
の
応
急
対
応
を
は
じ
め
事
業
は
着
実

に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
西
建
協
だ
よ
り
や
当
協
会
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
の
で
御
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。 さ

て
、
本
年
の
目
標
を
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
西
多
摩
地
域
の
皆
様
や
建
設
関
連
の
関
係
者
の

方
々
に
「
西
建
協
が
社
団
法
人
と
な
っ
た
こ
と
は
本

当
に
よ
か
っ
た
」
と
認
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

る
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
長
年
の
懸
案
で
あ

っ
た
社
団
法
人
は
設
立
で
き
ま
し
た
が
、
現
時
点
で

は
組
合
事
業
を
引
き
継
い
だ
に
す
ぎ
ず
社
団
と
し

て
や
る
べ
き
こ
と
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は

今
年
一
年
で
で
き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま

ず
は
そ
の
志
を
し
っ
か
り
と
組
織
の
な
か
に
定
着

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
を
踏
ま
え

本
年
、
三
つ
の
課
題
を
掲
げ
ま
し
た
。 

防
災
機
能
の
強
化 

第
一
に
、
協
会
お
よ
び
加
入
各
社
の
災
害
応
急
対

策
業
務
を
は
じ
め
と
し
た
防
災
機
能
の
強
化
で
す
。

西
多
摩
は
雪
害
や
土
砂
崩
壊
な
ど
自
然
災
害
の
多

い
地
域
で
す
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
地
球
温
暖
化
な
ど

の
気
候
変
動
や
東
京
直
下
型
地
震
な
ど
に
よ
る
災

害
対
応
も
考
え
る
と
益
々
、
防
災
機
能
は
求
め
ら
れ

ま
す
。
地
元
に
重
機
と
適
切
に
動
か
せ
る
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
を
配
備
し
た
建
設
会
社
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確
立
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
地
元 

新
年
ご
挨
拶 

 

西
多
摩
建
設
業
協
会 

理
事
長 

榎
森
厚
志 

自
治
体
や
建
設
行
政
に
信
頼
を
得
て
い
る
大
き
な
要

因
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
更
に
充
実
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
組
合
の
頃
か
ら
も
毎
年

九
月
一
日
に
実
施
し
て
い
た
全
社
に
よ
る
防
災
訓
練
、

二
月
の
東
京
都
初
動
対
応
訓
練
へ
の
参
加
も
継
続
し
、

昨
年
か
ら
は
じ
め
た
建
設
会
館
（
協
会
事
務
所
）
の
防

災
基
地
整
備
な
ど
、
防
災
事
業
の
充
実
と
と
も
に
防
災

ノ
ウ
ハ
ウ
の
向
上
の
た
め
の
研
修
に
よ
る
各
社
の
切

磋
琢
磨
も
重
要
と
考
え
ま
す
。 

 

自
治
体
と
の
連
携
強
化 

第
二
に
地
元
自
治
体
や
東
京
都
の
建
設
関
連
の
行
政

と
の
連
携
強
化
で
す
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
現
場
を
担
う

プ
ロ
集
団
と
し
て
意
見
や
提
案
を
進
言
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
と
考
え
ま
す
。
災
害
応
急
対
応
だ
け
で
な
く

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
関
わ
る
能
力
全
般
を
更
に
発
展
さ

せ
つ
つ
、
地
元
建
設
事
業
者
を
健
全
に
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か
な
ど
を
各
行
政
と
意
見
交

換
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
提
言
す
る
意
見
を
適
切
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め

の
協
会
内
で
の
議
論
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
行
政
や
関

係
者
の
意
見
を
ど
の
よ
う
に
協
会
や
各
社
が
、
建
設
業

の
発
展
の
た
め
に
現
場
に
即
し
て
咀
嚼
し
取
り
入
れ

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

相
互
信
頼
が
確
立
し
て
強
い
連
携
を
し
て
い
け
る
と

思
い
ま
す
。 

協
会
員
の
拡
大 

第
三
に
協
会
員
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。
社
団
法
人

の
責
務
の
一
つ
と
し
て
外
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
は

不
可
欠
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
協
会
に
加
入
す
る
企
業

を
積
極
的
に
広
く
募
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
健
全
で
力
の
あ
る
建
設
事
業
者
が

集
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
知
恵
や
力
が
結
集
で

き
、
防
災
機
能
の
強
化
や
行
政
機
関
と
の
連
携
も
更
に

向
上
す
る
と
考
え
ま
す
。
加
入
す
る
こ
と
に
よ
る
会
社

が
う
け
る
利
益
は
会
社
の
短
期
的
な
経
済
利
益
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
西
多
摩
地
域
の
安
全
と
い
っ

た
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
企

業
に
は
そ
の
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
よ
う
に
私
に
は

思
え
ま
す
。
西
多
摩
の
地
域
の
中
で
長
年
育
っ
て
き
た

企
業
が
地
域
に
貢
献
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら
の
企 

業
も
発
展
維
持
す
る
、
そ
の
よ
う
な
地
域
と
会
社

の
循
環
が
社
会
や
地
元
経
済
の
発
展
に
つ
な
が
る

と
考
え
ま
す
。 

新
年
早
々
、
い
ろ
い
ろ
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
社
団
法
人
を
設
立
で
き
た
と
い
う
こ
と
に

満
足
す
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
は
出
発
に
す
ぎ
な
い

こ
と
を
改
め
て
自
覚
し
「
一
般
社
団
法
人
西
多
摩

建
設
業
協
会
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
、

西
多
摩
地
域
の
皆
様
や
建
設
業
関
連
の
方
々
に
言

っ
て
い
だ
け
る
よ
う
に
尽
力
い
た
し
ま
す
。
百
年

を
越
え
る
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
歴
史
の
上

に
、
西
多
摩
地
域
の
人
々
の
快
適
と
安
全
を
支
え

る
西
多
摩
の
建
設
業
の
発
展
の
た
め
西
多
摩
建
設

業
協
会
は
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
、
今
ま
で
に
も
増
し
て
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。 

優
良
工
事
表
彰
並
び
に 

建
設
マ
イ
ス
タ
ー
授
与
式 

開
催
の
報
告 

総
務
委
員
長 

宮
﨑 

一
二
三 

昨
年
中
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
に
振
り
回
さ
れ
続
け
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

更
に
新
年
を
迎
え
た
今
は
変
異
を
続
け
た
ウ
ィ
ル

ス
が
デ
ル
タ
株
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
上
書
き
が

進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接

種
や
重
症
化
治
療
薬
の
開
発
な
ど
が
進
む
こ
と

で
、
ぼ
ん
や
り
と
で
は
あ
り
ま
す
が
こ
の
長
い
ト

ン
ネ
ル
の
出
口
が
少
し
だ
け
遠
く
に
見
え
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
昨
年
一
二
月
二
一
日
に
令
和
三
年
度 

西

多
摩
建
設
業
協
会 

優
良
工
事
表
彰
並
び
に
建
設

マ
イ
ス
タ
ー
授
与
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
七
社
十

四
工
事
が
優
良
工
事
表
彰
を
受
賞
し
三
名
が
建
設

マ
イ
ス
タ
ー
の
授
与
と
な
り
ま
し
た
。
優
良
工
事

の
受
賞
は
、
工
事
の
現
場
に
従
事
さ
れ
た
各
社
の

技
術
者
、
協
力
事
業
者
の
全
て
の
人
が
安
全
、
技

術
、
地
域
貢
献
に
対
し
よ
り
高
い
意
識
を
も
っ
て
、

日
々
の
絶
え
間
な
い
努
力
を
し
、
成
し
遂
げ
た
結

果
で
す
。
ま
た
、
建
設
マ
イ
ス
タ
ー
は
、
現
場
に

て
実
際
に
作
業
を
行
う
技
術
職
の
方
々
を
対
象
に

西
多
摩
建
設
業
協
会
の
総
意
で
「
建
設
マ
イ
ス
タ

ー
」
と
い
う
称
号
に
感
謝
と
尊
敬
の
意
を
込
め
、

更
な
る
安
全
意
識
の
高
揚
や
現
場
に
従
事
す
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で
選

定 

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
つ
づ
く
状

況
の
な
か
で
の
、
授
与
者
と
協
会
理
事
だ
け
の
限
ら
れ
た
参
加

で
の
授
与
式
と
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
渦
が
終
息
し
事
業
が

通
常
に
行
え
る
時
に
は
、
多
く
の
会
員
や
関
係
者
の
皆
様
が
見

守
る
中
で
、
更
に
多
く
の
優
良
工
事
表
彰
並
び
に
建
設
マ
イ
ス

タ
ー
授
与
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

令和３年度 西多摩建設業協会 

建設マイスター 受賞者 

 

池谷 孝  井戸鉄建㈱  

   推薦者：井戸鉄建㈱  

関根 明宏 ㈱山崎土建     

推薦者：岩浪建設㈱    

岡部 義則 清水土木建設㈱ 

  推薦者：清水土木建設㈱   

 

 

 

授賞された各社の皆様 

令和３年度 西多摩建設業協会 

優良工事表彰各社 

 

東京都建設局長賞 

・岩浪建設㈱ ・㈱上坂重機開発 

・㈱島田組 ・成友興業㈱  

・㈱馬場組  ・㈱村尾重機 

東京都水道局長賞 

・㈱村尾重機 

東京都都市整備局長賞 

・成友興業㈱ 

西多摩建設事務所長賞 

・成友興業㈱・㈱フジワラ技建 

南多摩西部建設事務所長賞 

・成友興業㈱ 

第６建設事務所長賞 

・成友興業㈱ 
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有
限
会
社 

 

麻 

生 

マ 

ー 

ク 

代
表
取
締
役 

前
田 

利
昭 

福
生
市
熊
川
五
二
三 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
二
‐
九
五
四
一 

 
 

   
   

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
  
   

   
 

〇
四
二
‐
五
五
三
‐
一
七
八
五 

 

一
般
財
団
法
人 

  

経
済
調
査
会 

理
事
長 

 

森
北 

佳
昭 

 
 

東
京
都
港
区
新
橋 

六
‐
一
七-

一
五 

 
 
 
  

電
話 

〇
三
‐
五
七
七
七
‐
八
二
二
二 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
五
七
七
七
‐
八
二
三
七 

  

ム
サ
シ
建
設
工
業  

株
式
会
社 

多
摩
営
業
所 

青
梅
市
野
上
町
二
丁
目
一
〇
‐
一 

 
 
 

西
武
レ
ジ
デ
ン
ス
二
〇
一 

電
話 

〇
四
二
八
‐
八
四
‐
〇
七
九
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
八
四
‐
〇
七
九
四 

  

公
共
工
事
の
前
払
金
保
証
・
契
約
保
証
・
契
約
保
証
予
約
（
入
札
ボ
ン
ド
） 

東
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社
新
宿
支
店 

支
店
長 

照
井 

千
富 

新
宿
区
西
新
宿
一-

二
五-

一
新
宿
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
三
四
階 

 
 
 
  

電
話 

〇
三
‐
三
三
四
〇
‐
二
四
五
一 

 
 

   
   

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
  
   

   
 

〇
一
二
〇
‐
〇
二
七
‐
一
五
八 

  

落
石
・
急
傾
斜
地
崩
壊
・
法
面
保
護
対
策 

株
式
会
社  

明
商 

奥
多
摩
営
業
所 

 
 
 

奥
多
摩
町
境
一
二
五
‐
五 

        

電
話 

〇
四
二
八
‐
七
四
‐
九
三
五
四 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
七
四
‐
九
三
五
五 

  

印
刷
全
般
・
事
務
機
取
扱 

株
式
会
社 

ア 

サ 

ヒ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役 

小
林 

 

貴
純 

羽
村
市
羽
中
三-

六-

一
五 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
五
‐
四
〇
四
五 

 
 

 
 
  

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
八
四
五
七 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
、
製
造
販
売 

 
 
 

＊
エ
コ
セ
メ
ン
ト
１
０
０
％
使
用 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
市
今
寺
五
‐
一
三
‐
九 

 
 
 
  
 
  
 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
七
〇
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
六
九
四
〇 

 

 
 

山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 

住
宅
設
備
機
器
総
合
商
社 

 

サ

ン

コ

ー

機

材

株

式

会

社  

代
表
取
締
役 

向
山 

英
雄 

西
多
摩
支
店 

羽
村
市
羽
加
美
一
‐
七
‐
一  

 
 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
一
一
五
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
七
五
一
六 

秋
川
支
店 

あ
き
る
野
市
瀬
戸
岡
四
二
五-

八 
 

 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
四
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
〇
九 

 

南
関
東
日
野
自
動
車 

株
式
会
社 

瑞 
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西多摩建設業協会では、協会各社の建設技術の向上およ

び、更なる安全管理のため、協会の災害対策安全委員が協会

員の工事現場を訪問し指導や意見交換を定期的に実施して

おります。今回は 令和３年１２月１７日に実施した二件の

年末安全パトロールについて報告いたします。 

 

施工会社： 成友興業株式会社 

工事件名： 道路改修工事（西-草花の 10）その 2 

工事場所： 東京都あきる野市草花地内 

  一般都道伊奈福生線(第 165 号) 

進捗率：  ８７% 

 工事概要 

  本工事は，一般都道伊奈福生線（第 165 号通称永田橋

通り）の内，あきる野市草花地区において道路幅員の拡

幅を目的とした整備工事を行うものです．  

 災害対策安全委員の主な意見 

・発生産業廃棄物が種類別のコンテナごとに分別整理が

されている。（写真①） 

・使用機材、資材保管場所の整理整頓が心がけられてい

た。（写真②） 

・現場駐車各車両に輪止めを設置し、転落防止対策を講

じている。 

・安全帯（フルーハネス型）も全て新規格の物を使用し

ていた。 

  

施工会社： 高木建設株式会社 

工事件名： 本宿地区第一沢砂防工事に伴う搬入路工事 

工事場所： 東京都西多摩郡檜原村 542番地付近 

進捗率 ： ５６% 

工事概要 

本工事は，西多摩郡檜原村本宿地区第一沢砂防工事に伴う搬入路を

整備するものです。施工延長 140ｍ、植生基材吹付、モルタル吹付、

コンクリートブロック積工、コンクリート舗装工等を行います。 

災害対策安全委員の主な意見 

  ・工事に関連する情報が掲示板に明確に表示され、工事目的を表

記するなど、地元住民の方への工事説明もとても分かり易く設

置されておりました。（写真①）  

・現場と駐車場との境を明確に分けられており、作業車輌等の出

入口には、交通誘導員が配置されており車輌移動の安全確保が

なされておりました。（写真②） 

 

年 末 安 全 パ ト ロ ー ル  実 施 報 告  災 害 対 策 安 全 委 員 会 

  
写真① 写真② 

両工事現場ともよく管理され、指摘事項はありませんで

した。写真をそろえましたので参考にして下さい。無事故

無災害を目指して更なる安全管理の徹底をよろしくお願い

致します。 

 

写真① 写真② 

◇ あ と が き ◇ 

  オミクロンというまたまた聞きなれない言葉が飛び交いコロナ禍

の終息は全く見えません。あきる野ルピアホールで予定していた「社

団法人西多摩建設業協会の報告会」も開催することができませんで

した。しかし、西建協だよりは昨年 4 月に社団発足号として 321 号

から毎月発行でき、その紙面でもご紹介しているように順調に各種

事業もしております。一月早々には西建協を紹介するリーフレット

も発行しました。当協会の HPに載せてありますのでご覧ください。

このような時期、お互いに心身ともにより一層留意して行きましょ

う。                  ～広報委員会～ 

 


